
イベントルールを使用すると、サポートされているデバイスのイベントに対する反応を自動化できます。
Dashboard → Event rulesを開き、登録、登録解除、非準拠、および Android
のジオフェンスイベントを監視するルールを作成して、 1つ以上のアクションを自動的に実行します。

各ルールは、 対象 、 イベント 、および 1つまたは 2つの アクション
で構成されます。サポートされている対象は、 すべてのデバイス 、 特定のデバイス 、および ポリシー
です。

イベント :
デバイスの登録、デバイスの登録解除、デバイスの非準拠状態への移行、ジオフェンスへの進入、
ジオフェンスからの退出。
デバイス操作 : デバイスの無効化、デバイスの有効化、デバイスのロック。
メールアクション :
管理者および、有効にしている場合は委任されたマネージャーに通知メールを送信します。

利用可能なイベントとアクションは、選択した対象およびその対象に適用されるプラットフォームによって
異なります。

Androidは、登録、登録解除、非準拠、およびジオフェンスイベントをサポートしています。
Appleは、登録、登録解除、および非準拠イベントをサポートしています。
デバイスの無効化 と デバイスの有効化 は Android専用のアクションです。
デバイスのロック と メールの送信 は、選択したイベントがそれらをサポートしている場合、
Androidと Appleの両方で利用可能です。
デバイスの登録解除 はメールのみに対応しています。
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ルールには、メールアクションのみ、デバイスアクションのみ、または 1つのデバイスアクションと 1
つのメールアクションの組み合わせを含めることができます。両方のアクションが設定されている場
合、 Cerberus Enterprise
はまずデバイスアクションを実行し、次にメールアクションを実行します。
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イベントルールリストは、この機能のメインの管理ページです。これには、ルールの名前、対象、イベント
、アクション、プラットフォーム、有効状態、および更新時間を含む検索可能なテーブルが含まれています
。

フィルターチップを使用して、すべてのルール、有効なルール、無効なルール、およびテキスト検
索を切り替えてください。
更新 ] ボタンを使用して、現在のテーブルビューを再読み込みしてください。
各行の有効化スイッチを使用して、ルールを一時的に有効または無効にします。
複数行選択モードを使用して、複数のルールを一括で削除してください。
イベントルールの作成 を使用して、新しいルールのエディタを開きます。

エディターは、 General、 Scope、 Trigger、および Actions
セクションに分かれています。ページの下部には、スクロール中もメインボタンを表示し続ける固定アクシ
ョンバーがあります。

名前 : 必須、最大 150文字まで。
説明 : 任意で、最大 2000文字まで。
ルールの有効化 : ルールを有効または無効の状態として保存します。

スコープは、ルールが適用されるデバイスを定義します。エディターには、解決されたプラットフォームと
、利用可能な場合は有効なポリシーコンテキストも表示されます。

すべてのデバイス :
このルールは、企業内のすべてのサポートされているデバイスに一致する可能性があります。
特定のデバイス : ピッカーダイアログから管理されているデバイスを 1つ選択してください。
ポリシー : ピッカーダイアログからポリシーテンプレートを 1つ選択してください。

トリガーセクションでは、選択したスコープとプラットフォームに基づいて利用可能なイベントを自動的に
フィルタリングします。

地フェンスの入退場ルールは Androidのみサポートされ、有効な Android
ポリシーコンテキストが必要です。位置情報のレポートと地フェンスの定義については、
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位置情報と地フェンス を参照してください。

対象が  すべてのデバイス  の場合、ルールは常に  すべてのジオフェンス  に適用されます。
対象がデバイスまたはポリシーの場合、 任意のジオフェンス または 特定のジオフェンス
のいずれかを選択できます。
特定のジオフェンスリストは、選択したデバイスまたはポリシーの有効なポリシーコンテキストか
ら読み込まれます。

アクションセクションでは、オプションのデバイス操作とオプションのメール通知を選択できます。 UI
はサポートされていない組み合わせを自動的に非表示にします。

選択したイベントおよびスコープに対して実行可能なデバイス操作がない場合でも、メールのみの
ルールを保存することができます。
選択したイベントおよびプラットフォームでメールが無効になっている場合、メールのトグルは利
用できません。
アクションのないルールは無効であり、保存できません。

メールアクションには、常に  ADMIN
ロールの企業ユーザーが含まれます。企業がマルチテナンシーを通じて管理されている場合は、受信者を MT
マネージャーも含めるように拡張できます。

メインマネージャーのみ : エンタープライズ管理者および主要な MT
マネージャーの連絡先が含まれます。
メインマネージャーおよびサブアカウントマネージャー :
割り当てられたサブアカウントマネージャーも追加されます。
プレビューリストには、ルール実行時に使用される実際のメールアドレスが表示されます。
最終的な受信者リストには、企業へのアクセス権を付与された委任マネージャーのみが含まれます
。

Cerberus Enterprise
がバックエンド統合からサポートされているイベントを受信すると、イベントルールは即座に実行されます
。無効になっているルールは自動的にスキップされます。

成功および失敗した実行は、人間が読めるメッセージと共にシステムログに記録されます。
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